
「水辺の環境活動プラットフォーム」に会員登録いただきありがとうございます。
環境省では、水辺・海辺について、これまでの「保全」に加え、「活用」の観点も重視した新たな政策を進めています。
本プラットフォームでは、良好な水環境等の保全・活用に関する行政・企業・団体の様々な情報を月１回程度メールマガジンでお届けしま
す。
また、環境省環境創造室では「公式SNS（Facebook、X、Instagram）」を運営しています！　公式 SNSでは、良好な環境に関することや 

環境創造室が取り組んでいる業務等をより身近に、タイムリーにお届けしていきますので、ぜひフォローをお願いします！

---＊◆水辺の環境活動PFメールマガジン＊◆◇第11号《号外》＊◇＊------------------------------------

【１】令和８年度良好な環境の創出・活用推進事業の実施団体募集について《事務局》
【２】水辺の生きもの調査の現地研修会を開催しました！現地調査に活用できる資料も掲載します！《事務局》
【３】1/30（金）「令和7年度 里海づくりシンポジウム～未来へつなぐ里海の知と実践～」の開催について《事務局》
【４】良好な環境創出シンポジウム2025～多様な主体の共創による地域の魅力度向上を目指して～を開催しました！《事務局》
【５】名水百選選定自治体による「名水サミット in はだの」が開催されました！《事務局》
【６】良好な水環境保全・活用モデル事業実施団体（栗東市観光協会）主催シンポジウム「水と山に寄り添う暮らし」が開催されました！
《事務局》
【７】地域で広げる自然共生サイト支援者意見交換会が開催されます！《近畿地方環境事務所》
【８】自然共生サイトに関する活動計画策定研修（大阪会場）が開催されます！《近畿地方環境事務所》

------------------------------------------------------------------------------------------------------

【１】 令和８年度良好な環境の創出・活用推進事業の実施団体募集について
環境省では、良好な環境の創出に向けた各種取組を進めています。
その一環として、「良好な環境の創出・活用推進事業※」では、地域における良好な環境の保全・活用・創出を行う３つのモデル事業等を
実施する団体を公募いたします。
（本公募は、令和８年度予算成立を前提に行うもの）
また、公募にあたり、公募説明会を令和８年１月20日（火）にオンラインで開催いたします。

※良好な環境の創出・活用推進事業【環境本省事業】
・『良好な水環境保全・活用モデル事業』
・『戦略的「令和の里海づくり」基盤構築支援事業』
・『良好な環境を活用した観光モデル事業』

▽詳細はこちらからご確認ください
https://www.env.go.jp/press/press_02364.html

【２】水辺の生きもの調査の現地研修会を開催しました！現地調査に活用できる資料も掲載します！

令和7年9⽉9⽇（⽕）に環境省主催で「水辺の生きもの調査の現地研修会」を開催しました。本研修会は、こどもによる水辺の生きもの調査
の実施に向けた指導者を対象とし、
東京都東久留⽶市を流れる落合川において、生物採捕や生物同定・評価等に関する実習を実施し、屋内
では水辺の⽣きもの調査の実施に際して必要となる事前準備や当⽇作業、
安全対策等に関する講義及び本研修会に関する意⾒交換を⾏いま
した。
研修会の実施にあたり、事務局が作成した資料をダウンロード可能です。これらを活用して調査の実施にお役立てください！
また、1月23日（金）にこどもによる「水辺の生きもの調査」の指導者向けオンライン研修会を開催しますので、是非ご参加ください！

▽9/9開催 「水辺の生きもの調査の現地研修会」の資料はこちらから
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/survey/training/20250909_training/

▽調査を実施するにあたって活用できる資料を公開しています！
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/survey/training/index.html

▽関連イベント
1/23開催 こどもによる「水辺の生きもの調査」の指導者向けオンライン研修会

https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/survey/training/20260123_training/

https://www.env.go.jp/press/press_02364.html
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/survey/training/20250909_training/
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/survey/training/index.html
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/survey/training/20260123_training/


【３】1/30（金）「令和7年度 里海づくりシンポジウム～未来へつなぐ里海の知と実践～」の開催について

令和7年度 戦略的「令和の里海づくり」基盤構築支援事業の一環として、里海づくりシンポジウムを開催いたします。
本シンポジウムでは、沿岸環境・生態系に関する最新の研究成果や、地域における里海づくりの取組を紹介し、科学的知見と地域実践の相
乗効果を図るとともに、事例発表やクロストークセッションによる一般市民や研究者、自治体関係者との対話を通じて、持続可能な里海づ
くりの未来像を共創します。

【開催概要】
 令和７年度 里海づくりシンポジウム ～未来へつなぐ里海の知と実践～ 
  日時：令和８年１月30日（金）13:00～18:00
  会場：難波御堂筋ホール ホール７／参加費無料 ※オンライン配信あり
  形式：対面・オンラインのハイブリッド開催
  定員：会場参加120名／オンライン500名（※事前申し込み制）
  締切：会場参加1/26（月）12:00 / オンライン1/30（金）12:00

▽詳細はこちら
https://www.env.go.jp/press/press_01840.html

【４】良好な環境創出シンポジウム2025～多様な主体の共創による地域の魅力度向上を目指して～を開催しました！

環境省では、水辺や沿岸域の「保全」に加え、地域づくりや地場産業、観光などの観点から「活用」するとともに、良好な環境を創出して
いくことも重視した政策を
進めることとしております。
12月22日（月）には、今後の良好な環境を活かした地域づくりに向け、環境の創出や活用に取り組んでいる地域・ 関係者間の連携、
モデル
事業や水辺の環境活動プラットフォームに関する啓発・推進を目的とした『良好な環境創出シンポジウム2025』を開催しました。
当日は、約430名（オンライン併用）の方々にご参加頂き、友納環境大臣政務官による開催挨拶の後、環境活動や生物多様性保全などの取り
組みについての基調講演、
モデル事業代表者等によるパネルディスカッションに加え、ブースセッション方式(環境地域づくり関係の５事業
者)・ポスターセッション形式
(良好な水環境等創出モデル事業実施23団体)による交流会を通して、情報共有や活発な意見交換が行われまし
た。

▽アーカイブ配信の視聴はコチラから
https://youtu.be/QLZtiWgtrI0?si=XkJX9jAQ7rw6WWKS

【５】名水百選選定自治体による「名水サミット in はだの」が開催されました！

環境省から名水百選に選定された自治体が加盟する「全国水環境保全市町村連絡協議会」では、毎年、地域づくりの推進や水の重要性の周
知を目的に
全国大会及びシンポジウム（名水サミット）を開催しています。
令和７年の名水サミットは、市制施行 70 周年を迎える神奈川県秦野市が開催地となり、11月８日（土）に、「名水というのには訳がある」
をテーマに、 名水シンポジウムが開催されました。

▽詳細はこちらをご覧ください！
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/news/pdf/251108_meisuisummit_hadano.pdf

【６】良好な水環境保全・活用モデル事業実施団体（栗東市観光協会）主催シンポジウム「水と山に寄り添う暮らし」が
開催されました！

良好な水環境保全・活用モデル事業の実施団体の栗東市観光協会では、琵琶湖源流の栗東市走井（はしり）集落で、集落住民・来訪者・企
業等の連携による
持続可能な水環境保全体制構築を進めています。
12月14日（日）にモデル事業の一環として「持続可能な地域づくりを考えるシンポジウム『水と山に寄りそう暮らし』」が開催されまし
た。
走井集落の価値とポテンシャル、現場の皆さんが色々チャレンジしている様子や、滋賀県や栗東市をはじめ、「明日の走井を考える会」の
熱い思いなど、
これからの地域づくり進めていく上で貴重な意見が多く出されました。

▽当日の様子はこちらをご覧ください！
・環境創造室公式Facebookページ：

https://www.env.go.jp/press/press_01840.html
https://youtu.be/QLZtiWgtrI0?si=XkJX9jAQ7rw6WWKS
https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/news/pdf/251108_meisuisummit_hadano.pdf


https://www.facebook.com/KankyoQOL/posts/pfbid02yYWahAxzZUqcPV6FArHCZc9SZ9wQSqeEGapmxfPU4qJTt4T9M3ZgEShChzrkiKCpl

・環境創造室公式Xページ：
https://x.com/KankyoRyoko/status/2001817958579085672

・環境創造室公式Instagramページ：
https://www.instagram.com/p/DSbR16PkxW9/?img_index=1

【７】地域で広げる自然共生サイト支援者意見交換会が開催されます！

自治体、NPO、企業など多様な主体による自然共生サイト認定に向けた支援体制の強化が、いま各地で求められています。本意見交換会で
は、
「申請支援の進め方」や「生物調査への対応」「認定地のネットワーク化」といった現場の課題をテーマに、独立行政法人環境再生保
全機構、
環境省、きょうと生物多様センター等からの相談事例を共有します。
支援者同士の連携を深め、近畿地方における自然共生サイト認定の加速を目指します。
近畿地方環境事務所より今後の認定拡大に向けた方向性も紹介します。ぜひ、ご参加ください！

  日時：令和８年１月26日（月）13:30～15:30（受付13:15開始予定）
  会場：川の駅はちけんや ステーション8（大阪市中央区北浜東1-2 B1F）
  定員：会場約30名（申込先着順）
  参加費：無料
  お申し込み：
https://forms.gle/b2NeVpEU3jNP3XV39

※申込期限 令和８年1月22日（火）まで
  詳細：
https://www.kankyokan.jp/2025shizenshihon2/
  主催：きんき環境館（近畿環境パートナーシップオフィス）

【８】自然共生サイトに関する活動計画策定研修（大阪会場）が開催されます！

自然共生サイトの申請予定者・認定者向けに、研修が開催されます！視察や意見交換を通じて、実践的に学べるチャンスです。
自然共生サ
イトにご関心のあるステークホルダーの皆様にもぜひお声がけください。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

【大阪会場】
  日時：令和８年１月28日（水）11時00分～16時頃
  会場：座学会場/梅田スカイビル会議室（大阪市北区大淀中1-1-88 梅田スカイビル）サイトビジット/新梅田シティ 新・里山
  お申し込み：
https://www.erca.go.jp/nature/kensyu/input.html

※申込期限 令和8年1月22日（木）まで
  詳細：
https://www.erca.go.jp/nature/kensyu/2025/sakutei/oosaka.html

https://www.facebook.com/KankyoQOL/posts/pfbid02yYWahAxzZUqcPV6FArHCZc9SZ9wQSqeEGapmxfPU4qJTt4T9M3ZgEShChzrkiKCpl
https://x.com/KankyoRyoko/status/2001817958579085672
https://www.instagram.com/p/DSbR16PkxW9/?img_index=1
https://forms.gle/b2NeVpEU3jNP3XV39
https://www.kankyokan.jp/2025shizenshihon2/
https://www.erca.go.jp/nature/kensyu/input.html
https://www.erca.go.jp/nature/kensyu/2025/sakutei/oosaka.html


  主催：独立行政法人環境再生保全機構
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水辺の環境活動プラットフォーム事務局
info@mizubekankyo.env.go.jp

mailto:info@mizubekankyo.env.go.jp

	ローカルディスク
	水辺の環境活動PFメールマガジン 第10号《号外》


